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鹿
児
島
県
知
覧
町
に
生
ま
れ
た
松
崎
明
治
。

『
釣
技
百
科
』『
写
真
解
説
「
日
本
の
釣
」』な
ど
、

昭
和
の
釣
り
を
当
時
の
ハ
イ
テ
ク
と
も
い
え
る

写
真
技
術
と
図
版
で
体
系
的
に
記
録
し
、

そ
の
複
雑
な
釣
り
の
技
術
を
解
り
や
す
く
、

一
般
に
伝
え
た
功
労
者
だ
。

そ
の
松
崎
明
治
氏
の
所
蔵
し
た
当
時
の
釣
り
関
連
書
籍
、

魚
類
関
連
書
籍
か
ら
な
る
『
松
崎
文
庫
』
が

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
水
産
学
部
分
館
で
一
般
展
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
松
崎
明
治
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
、

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
水
産
学
部
分
館
長
の
不
破
茂
氏
に

松
崎
明
治
の
人
物
像
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

特集

釣
り
と
文
学

文
化
遺
産
と
し
て
日
本
の
釣
り
を
記
録
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

鹿児島県南九州市知覧
町南別府にある松崎明
治の生家。実家は海運
業を営んでおり、現在
も敷地内には立派な蔵
を構えている。

　

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
水
産
学
部
分
館
に
は
、『
松
崎
文
庫
』
と
い

う
釣
り
に
関
す
る
書
籍
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
い
期
間
、
眠
っ
て
い
た

貴
重
な
資
料
で
す
。
私
は
今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
に
、
こ
う
し
た
書
籍
群
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
偶
然
知
り
、
図
書
館
職
員
の
尽
力
で
徐
々
に
整
理
を

進
め
平
成
16
年
頃
か
ら
一
般
公
開
を
行
い
、
平
成
26
年
７
月
の
図
書
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
、
蔵
書
の
個
室
で
の
一
般
展
示
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
松
崎
文
庫
に
は
現
在
、
蔵
書
が
約
３
０
０
冊
、
雑
誌
が
約
３
０
０

冊
、
計
６
０
０
冊
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
崎
明
治
の
著
書
で
代
表

的
な
も
の
に『
写
真
解
説 

日
本
の
釣
』（
昭
和
14
年
刊
）、『
釣
技
百
科
』（
昭

和
17
年
刊
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
釣
り
本
の
古
典
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。〝
日
本
版
釣
魚
大
全
〟
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
釣
り

雑
誌
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
を
読
む
と
、
飛
び
ぬ
け
て
多
い
の
が
釣
魚
に
関

す
る
も
の
で
す
。
気
軽
な
読
み
物
風
の
記
事
や
エ
ッ
セ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
非
常
に
学
者
肌
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
釣
り
と
い
う
も
の

を
科
学
的
に
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

本
学
部
へ
の
寄
贈
は
、
昭
和
24
年
と
27
年
の
２
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
松
崎
明
治
は
昭
和
25
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
て
、
寄
贈

は
生
前
に
一
度
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
三
周
忌
の
遺
品
の
整
理
の
後
に
、
２

回
目
の
寄
贈
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

1898（明治31）年～1950（昭
和25）年。鹿児島県知覧町
生まれ。早稲田大学哲学科
卒。朝日新聞記者として釣
魚欄を担当。学究的態度で
釣技研究に取り組み、渓流
から沖釣りまで広範な分野
の釣りについて詳細な著述
を残した。昭和13年に朝日
新聞社から発行された代表
作『釣百科』は、戦前に12
版まで増刷され、戦後には
佐藤垢石による増補版が大
泉書店から刊行。また、『写
真解説 日本の釣』は日本初
の釣り写真集として評価が
高い。

松崎明治
（まつざき めいじ）

『釣魚大全』第 1〜 12 巻 上田 尚

昭
和
の〝
釣
り
文
化
遺
産
〟

松
崎
文
庫
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鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
に
お
い
て
、
こ
の
松
崎
文
庫
は
釣
り
と
漁
業

技
術
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
群
で
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
10
年
代
ま
で

の
漁
業
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
魚
を
獲
る
技
術
研
究
は
、
延は

え
な
わ縄
や
巻
き
網
、
ト
ロ
ー
ル
網
と
い

っ
た
大
規
模
漁
業
に
ば
か
り
集
中
し
て
お
り
、
一
本
釣
り
漁
業
は
見
過

ご
さ
れ
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
産
資
源
の
持
続
的
活

用
が
水
産
業
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
資
源
を
再
生
す
る
漁
業
技

術
と
し
て
、
釣
り
は
も
っ
と
も
基
本
的
な
技
術
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
考
え
る
上
で
、
松
崎
文
庫
は
非
常
に
よ
い
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
崎
明
治
は
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
出
身
で
す
。
商
学
部
を
卒
業
後

哲
学
科
に
入
学
し
、
大
学
を
２
回
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
聞
記

者
を
し
な
が
ら
「
釣
り
博
士
」
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
客
観
的
な
も

の
の
見
方
を
さ
れ
る
方
で
、
そ
の
著
書
『
釣
技
百
科
』
は
、
ま
さ
に
エ
ン

サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
の
産
物
で
も
あ
り
ま
す
。
釣
り
だ
け
で
な
く
、
対

象
魚
の
生
物
学
的
な
特
性
、
漁
場
ま
で
含
め
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
目
を

引
く
の
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
16
年
ま
で
の
関
連
文
献
一
覧
の
量
で

す
。
ま
た
、
魚
の
呼
び
方
は
、
地
方
名
で
は
な
く
標

準
和
名
と
し
て
記
述
さ
れ
、
そ
の
魚
が
ど
う
い

う
習
性
か
、
口
の
構
造
、
漁
場
の
水
深

と
水
温
、
潮
流
、
仕
掛
け
の
作
り

方
、
餌
の
選
び
方
、
合
わ
せ

方
ま
で
、
詳
細
に
記

述
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
そ
の
後
数
多
く
発
刊
さ
れ
る
釣
り
入
門
書
に
、
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

松
崎
明
治
と
並
ん
で
有
名
な
釣
り
研
究
家
に
佐
藤

垢こ
う

石せ
き
が
い
ま
す
。
両
者
と
も
新
聞
記
者
で
す
。
朝

日
と
報
知
新
聞
で
、
そ
れ
ぞ
れ
釣
り
欄
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
佐
藤
垢
石
は
戦
後
有
名
に
な

っ
て
い
く
方
で
す
が
、
釣
り
の
捉
え
方
は
松
崎

明
治
と
１
８
０
度
違
い
ま
す
。
松
崎
明
治
は
、
釣

り
は「
漁
」の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、

佐
藤
垢
石
は
「
い
か
に
楽
し
む
か
」
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
執
筆
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
客
観
性
が
『
写
真
解
説 

日
本
の
釣
』
と
い
う
、
日
本
で
最
初
の

釣
り
の
写
真
集
に
も
随
所
に
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
釣
り
の
空

気
そ
の
も
の
を
写
し
込
ん
で
い
る
と
同
時
に
、
釣
り
方
や
仕
掛
け
、
道
具

の
仕
立
て
か
ら
餌
の
付
け
方
ま
で
、細
か
く
写
真
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
遊
び
釣
り
、
職
業
釣
り
、
さ
ら
に
少
年
の
フ
ナ
釣
り

か
ら
旦
那
衆
の
粋
な
遊
び
で
あ
っ
た
タ
ナ
ゴ
釣
り
ま
で
、
掲
載
さ
れ
た
写

真
１
６
６
枚
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

釣
り
の
技
術
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
や
対
象
魚
に
よ
っ
て
異
な
り
、
地

方
ご
と
に
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
写
真
で
記
録
す
る
こ
と
で
、各
々

の
特
徴
が
よ
く
伝
わ
る
だ
ろ
う
と
日
本
中
を
歩
き
、
約
7
千
枚
も
の
写

真
を
撮
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
10
年
代
に
7
千
枚
の
写
真
を
撮
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
想
像
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
自
体
が
庶
民
に
は

手
を
出
せ
な
い
超
高
級
品
で
あ
り
、
さ
ら
に
膨
大
な
量
の
フ
ィ
ル
ム
を
確

保
す
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
知
り
合
い
の
写
真

家
に
聞
く
と
、
当
時
は
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
が
愛
用
し
た

ラ
イ
カ
が
世
に
出
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
、
日
本
人
で
買

え
た
人
は
ご
く
限
ら
れ
た
層
だ
っ
た
は
ず
だ
と
。

　

撮
影
は
〝
水
が
高
き
か
ら
低
き
に
流
れ
る
が
如
く
〟

渓
流
釣
り
に
始
ま
り
、
湖
の
釣
り
、
中
流
域
の
釣
り
、
低

地
の
釣
り
と
い
う
ふ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
の
釣

り
は
、
岸
か
ら
歩
い
て
渡
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鯛
釣
り
を

は
じ
め
と
す
る
船
釣
り
、
そ
の
他
の
沖
釣
り
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
取
材
場
所
は
勤
務
地
の
関
係
上
、
東
京
中
心
に

1949年福岡県生まれ。鹿児島大学教
授・水産学博士。専門分野は漁具設
計学、漁具の基本設計と漁具の運動や
漁獲機構の研究。現在、目的とする種
やサイズだけを選択的に漁獲する漁具
の開発など研究成果多数。餌木の研究
とともに見えてきた松崎明治の功績を
鹿児島大学附属図書館水産学部分館
内に『松崎文庫』として一般展示。

不破 茂
（ふわ しげる）

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
青
森
県
の
奥
入
瀬
や
十
和
田
湖
、
白

神
山
地
周
辺
の
釣
り
も
取
材
し
て
い
ま
す
し
、
飛
騨
の
山
々
や
白
川
郷
、
四

国
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
九
州
で
は
球
磨
川
、
鹿
児
島
湾
、
枕
崎
な
ど
、
や

は
り
地
元
の
鹿
児
島
は
大
事
に
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
撮
影
し
た

７
千
枚
の
写
真
の
中
か
ら
、
１
６
６
枚
を
厳
選
し
て
掲
載
し
た
わ
け
で
す
。

私
な
り
の
解
釈
で
す
が
、
松
崎
明
治
は
釣
り
に
深
い
愛
情
を
持
っ
て

お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
愛
情
が
全
国
各
地
の
釣
り
技
術
を
研
究
の

対
象
と
し
て
、
そ
の
多
様
性
を
記
録
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
れ

を
〝
釣
魚
学
〟
と
名
づ
け
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
学
問
体
系
を
作
り
上

げ
た
人
物
で
す
。
当
時
、『
釣
技
百
科
』
を
論
文
と
し
て
東
大
の
大
学
院

に
提
出
す
れ
ば
、
農
学
博
士
の
学
位
を
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に

〝
日
本
の『
釣
魚
大
全
』〟で
す
。
ア
イ
ザ
ッ
ク・ウ
ォ
ル
ト
ン
の『
釣
魚
大
全
』

を
、
は
る
か
に
凌
ぐ
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

『釣技百科』（朝日新聞社 1942 年刊）
は、1938年に朝日新聞社から発行さ
れた『釣百科』をベースに松崎明治
自身が増補した最後の著作である。

上は『 釣
百科 』（ 朝日
新 聞 社 1938 年
刊）。戦前までにかな
りの版を重ね、戦後に佐
藤垢石による増補版が大泉書店
から発売された。下の『新釣百科』（大泉書店 
1962 年）は尺貫をメートルに改めた改訂版。

『写真解説 日本の釣』。三省堂が 1939 年に発
刊したものを、アテネ書房が 1979 年に復刻。
復刻版は古書店を探せば状態の良いものが手に
入りやすい。


